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To Our Shareholders社長から株主の皆様へ

株主の皆様、半年ぶりのお手紙となります。
日頃、ご支援やご期待を頂きまして、ありがとうございます。
株主の皆様におかれましても、やはり新型コロナウイルスの感染

状況におきまして、それぞれに大変なご苦労があろうかと、または
あったかと思います。

そのようななかでも、このお手紙を読んで頂いていることの意味
や価値を私なりに理解し、あらためて、その責任を背負わせて頂け
ればと思っております。

当社は、4月以降、完全なリモートワーク体制で業務を進めてお
ります。6月の現時点では、新規の営業開拓において、まだ動きき
れていない悩ましい面はあるものの、多くの業務は問題なく進んで
おり、また、開発やクリエイティブの局面や段階にもよりますが、む
しろ以前より進捗がある業務もあるように思います。いづれにして
も、ここまでの環境下におきまして、社会では大変な思いや苦労を
されている業種業態の方々がたくさんいらっしゃると思いますし、ま
た医療関係者のご苦労は、おそらく私の想像を超えて過酷な状況と
も思いますが、そのようななか、御陰様で、我々は恵まれていると
いえます。だからこそ、より良い開発、クリエイティブ、サービスを
社会に提供していく責任をよりペースを上げて果たしていきます。

当社は、「エンターテイメント・テクノロジー×感性マーケティン
グ」という基本戦略を進めております。

我々の今とこれからを語るにおいて、いくつかのポイントを整理し
てお伝えさせて頂きます。

まずエンターテイメント・テクノロジー分野についてです。
音楽分野は、引き続き、独自メタデータ開発およびレコメンドエ

ンジンの改善に注力していきます。我々は、国産の音楽レコメンド
エンジンとして海外の優れた音楽レコメンドエンジンより少なくと
も日本におけるサービスや邦楽曲に関しては、より良い音楽体験を
ユーザーの方々にして頂かないとなりませんしその責任があると考え
ております。ただし、まだその日本ならでは、当社ならではの素晴
らしいレコメンド体験が実現できているとはいえません。ソケッツ独
自の歌詞、メロディ、ビート、リズム、雰囲気、世界観、奏法、歌
声などあらゆるメタデータや感性AIを最大限活用し、ユーザーの嗜
好性や潜在意識の捕捉し、今までにない価値ある音楽サービス体験
を必ず実現いたします。逆にいえば、その実現なくして当社が創業
以来追いかけている会社にとってのライフワークともいえる、人と音
楽を繋ぐ事業は成り立ちえません。

また国内初ともいえる音楽業界向けに特化した有料の分析サービ
ス「Music Analytics」がようやく半年遅れとはなりますが、6月1
日にスタートいたしました。

専門的なサービスゆえ、それほど大きな市場規模ではありません
が、ソーシャルメディアやサブスクリプションサービスの広がりとい
う音楽を取り巻く環境が大きく変わるなか、変わらず素晴らしい制
作活動を続けているアーティスト、レーベル、マネジメント会社の

方々にテクノロジーで役に立つことにより、音楽業界の発展に少しで
も寄与できればと考えております。サービス開始時より大手レコー
ド会社での採用も決まり、今後よりサービス品質に磨きをかけてい
きます。

そしてこちらも音楽に特化したAIエンジンである「Music AI」も
いくつかのPoC（実証実験）も進み、今期後半には搭載機器も出て
くる見込みです。

また映像分野は、映像配信サービスの発展が進み、当社映像メタ
データの活用や需要が増えてきております。こちらも、音楽分野同
様に、ネットフリックスやアマゾンなどリスペクトすべき素晴らしい
海外サービスがありますが、今後、より良い視聴体験を実現してい
く国内サービスは必ずより多く出てきますし、またそれぞれのサービ
ス特性やユーザー特性を活かした多様化も進むと思われます。

大画面のテレビにおいて、またはスマートフォンをはじめとした
パーソナルなデバイスにおける日々の素晴らしい映像体験の実現の
ため、国内サービスの発展のため、当社の独自メタデータや検索・
レコメンドエンジンの開発、改善に注力いたします。

今期は映像関連事業にとって、大きなチャンスかと思います。

当社は創業以来、音楽、映像を中心としたエンターテイメント分
野のデータベース、特に独自の「感性メタデータ」を開発してきまし
た。

エンターテイメントは、人（アーティスト、クリエイター、ディレク
ター、俳優など）が何かを創り、それを人がそれぞれの自らの感性
を持って共感する、支持する、ひとつになる、そのような世界かと
思います。

そしてこの「人が何かを創り感性で共感し支持する」という「共
感」が大切となる世界は、今後、エンターテイメント業界のみなら
ず、あらゆる業界、企業活動、ブランドにとって、ますます重要に
なると思われます。

ソケッツは、創業以来エンターテイメント分野を通じて、この「共
感」をつなぐ感性メタデータやその活用技術を開発してきました。

今後、多くの企業やブランドが、この「顧客の気持ちをより理解
し、共感をつなぐ」ことを実現することに役に立つのが、当社が進
めようとしている「感性マーケティング」事業となります。

前期より資生堂様との「感性メタデータ」活用の取り組みも行
なっておりますが、このようにエンターテイメント業界で培われたメ
タデータと感性や感情を科学する技術を活用し、美容業界、ファッ
ション業界、食品・飲料業界や旅行業界、消費材業界などあらゆる
業界において、「共感をつなぐ」ためのメタデータやシステム・エン
ジンの開発そしてその利活用をより一層進めていきます。

まだ細かいことはお話しできない面はありますが、具体的に、第
２四半期以降に、いくつかのプロダクト・サービスをリリースし、こ
の「感性マーケティング」事業をひとつの柱にしてまいります。

そしてこれらの「エンターテイメント・テクノロジー×感性マーケ
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ティング」は、中期目標である共感を共創する「ブランドパートナー
シップ」「クロスエクスペリエンス」という基幹サービスにつながっ
てまいります。

今回の新型コロナウイルスは、社会で広く言われているように、
結果的に、様々なパラダイムの変化をもたらすものと私も思います。
アフターコロナ、オンラインがまず前提でそのなかにリアル「も」あ
る、といういわゆる「アフターデジタル」という世界は、今後ますま
す進むのだと思います。また、ITが生産性、効率化を従来にないス
ピードで著しく押し上げるという概念であるDX（デジタルトランス
フォーメーション）は、政治、経済、地域社会、あらゆる生活基盤
の変革を促すことと思います。

今年、リモートワークが社会の基本となる元年だと、昨年予想し
た人がほぼいないように、このアフターデジタル、DXというものは、
想像以上に急速に進むことがありえます。

私は、それらは基本的に良いことだと考えています。なぜならそ
の進展の成果として人が「時間と場所から自由になる」につながる
からです。

それは素晴らしいことで、ドラえもんの「どこでもドア」まではい
きませんが、いつ、どこにいても、仕事が出来る、社会に貢献でき
る、それは人類の進化といえると思います。

一方でそれらの進化のなかで、オンラインで多くが実現しえる世
界で、人間として、自由と同じくらいにかけがえがないものが失われ
ることを危惧しています。

それは、人間が持つ五感のようなもので、人の顔色を見て、声色
を聞いて、その人の気持ちを想像したり、風を感じたり、空気の香
りを感じたり、何かに触れてみたり、目に見えないバイブレーション
を感じたり、そんな人の五感はもしかしたら、テクノロジーの進化、
オンラインが前提となる世界でも一部は代替されるかもしれません
が、とはいえ、時間と場所から自由になるという素晴らしい人類の
進化に反比例して、大きくいえば五感が退化してしまうかもしれませ
ん。

その中で、私はソケッツの使命は、そんな時こそ人間が「五感を
取り戻す」ことに役に立つことだと考えています。

我々が開発する「感性メタデータ」やそれを利活用する「感性・感
情を科学するテクノロジー」は、人の想像力を掻き立て、自分の内
面に気づき、ひとりひとりの、地域ごとの、社会の多様性をつない
でいくなかで、人の五感が退化するどころか、進化していくために役
に立つものです。

そのために、音楽や映像などの文化はとても大切です。たくさん
の人にもっと音楽や映像の体験機会を作ることを行ないます。場合
によっては自ら音楽や映像をクリエイティブすることも行ないます。
そして多くの素晴らしいアーティストやクリエイターから学習した感
性メタデータとその活用技術は、企業と人、言い換えれば、商品や
サービスと人をつなぐマーケティングという社会全体のコミュニケー

ション活動で、役に立ちます。

人の想像力を掻き立て、つなぎ、五感を取り戻す、磨く、これが
当社の存在意義だと考えています。

例年のお手紙と異なり、今回は、少し大きな話をさせて頂きまし
た。

もう少し具体的な事業や数字のことが聞きたい、という株主様も
いらっしゃるかと思います。事業や数字の説明は、株主総会時の事
業説明や決算説明資料なども通じてしっかりとやらせて頂きます。
また、おっしゃるとおり、企業は目指すものは大事だが、結果がす
べて、ともいえると思います。ある一定の時間軸のなかでは、売上
や利益の大きさは社会での貢献に必ず比例していくはずだと私は
思っています。

まだまだ売上も利益も小さな当社が、その創業者であり代表であ
る私が、いくら将来を語っても、説得力は足りないかもしれません。

一方で、この会社が何のためにあり、どこに向かうか、というこの
ような話を社員にはする機会はありますが、株主の皆様にはなかな
かそのような機会が限られていることもあり、今回、あらためて、こ
の半年に1度のお手紙の機会を通じてお伝えさせて頂きました。

また、今回このタイミングでそれらをお伝えしたのには、もうひと
つ理由があります。当社は、この2020年6月23日で、創業20年と
なりました。

2000年、いわゆるITバブルがはじけた年に創業し、2009年リー
マンショックの最中に上場、そしてこの創業20年の時にコロナの状
況と、節目では偶然にそれなりにタフな社会、経済環境ではありま
すが、そのお陰で強くなっている面もあるのだと思います。

いずれにしても、社員、その家族の方々、元社員、取引先の皆
様、アルバイト、外注さん、役員、多くのステークホルダーの方々、
そして株主の皆様、感謝しかないです。

20年経っても、まだまだな会社です。上場して10年経つにも関わ
らず、低い時価総額の会社です。そんな我々に、いまこうして期待
をして頂いている株主の皆様の期待には必ず応えてみせます。一歩
一歩、とはいえこのタイミングでは、歩くのではなく、走ります。

いつもありがとうございます。まだ道なき道の試練はありますが、
その中で、皆様の存在に勇気づけられています。

引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年6月

　 代表取締役社長
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通信会社向け開発・運用案件の終了があった
一方で、収益率の高い自社プロパティによる
データ・テクノロジーライセンス事業の展開
により粗利率は向上しました。売上・利益

ライセンス事業

積極投資による実証実験、
プロトタイプ開発の推進

売上は未達成（期初予想比85%）、利益は達成（期初予想比141%）
開発・運用事業は縮小、新規事業はスピード不足だった一方で次期に向けた
事業基盤開拓が進捗

ライセンス収入割合は全体売上の52％へ 
開発型→ライセンス型への5年がかりの事業構造変革は、当期で一区切り

感性メタデータ・オントロジー※、コンテキスト（文脈）解釈など「感性・感情を科
学する」独自技術の開発のペースが上がり、実用化（プロダクト化）の段階へ 
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開発型からライセンス型への5年
がかりの事業構造変革は、当期で
一区切りとなりました。

次期の新規ライセンスや新規事業
に関しては、インターネットを活用
したエンターテイメント・テクノロ
ジーに可能性の追求やＥコマース向
けのライセンス提供により一層注力
していくことを計画。
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※オントロジー：概念や情報を体系化する技術

次期以降につながるライセンス・PoCプロジェクトが複数発生

映像メタデータ関連

ビデオ・オン・デマンド向
けメタデータのライセン
ス提供

自動車関連

次世代自動車における
音楽体験価値を当社専
門AIにより実証

旅行関連

イベント・観光情報のメタ
データ化

美容関連

美容・化粧品のメタデー
タ化およびモデル化の重
み付けによるマッチング
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Mid-term Vision『中期ビジョン』実現に向けた今期の位置づけ

当期における新型コロナウイルスの影響について

当期における注力分野

ライセンス・サービスモデルの拡大

映像関連 映像分野でのメタデータ関連技術は、ビデオ・オン・デマンド、ライブ型映像サービス、
テレビのサイマル化などの流れのなかで、ニーズがより顕在化
当期は、映像分野への取り組みを一層注力へ

インターネット
メディア関連 インターネットメディアの広がり、多様化のなかで、読者ニーズの把握や動機付け、広告

商材とのマッチングなど、当社のメタデータおよびコンテキスト解釈技術の利活用機会を
新たに創出

Eコマース分野 ファッション、美容、雑貨をはじめとしたEコマース市場は今後も拡大
そのなかで、複数ブランド・他ジャンル間のデータ体系化やライフスタイルをより捕捉し
たサービス機能提供を実現するメタデータニーズが顕在化

 

従量サブスクリプション型

現行主流の　　　への注力とともに、当社独自技術の提供分野や用途拡大に伴い、　　　モデルも今後、大きく展開へ

ライセンス型収入 1億円/月 粗利率 50%

1
1 2 3 4

毎月契約で、月の利用量によって
金額が変動するモデル

定額サブスクリプション型

2

毎月契約で、利用量に関わらず、
金額は固定されているモデル

コミッション型

3

都度、一定のトランザクションに
より発生するモデル

アフィリエイト型

4

成果報酬など一定の成果割合に
より定量的に発生するモデル

2021年3月期

ライセンスビジネスヘの取り組み

新規ライセンス数は
順調に

43%増加
第1四半期と比較し

第4四半期では金額ベースで

28%増加

前期中に発表したライセンス・コミッション型収入月額１億円の
2020年第３四半期での達成については、目標時期を2021年3月期に
再設定。映像関連、インターネットメディア関連、Eコマース関連への
事業開拓により実現へ。2021年3月期はライセンス取引数50社、粗利
率50％を業績予想

●原則として全社的なリモートワークに移行しております
●技術開発、サービス運用面においては影響はない状況です
●一方で新規営業開拓については進めづらい状況もあります
●基本的にインターネット上での社会活動がより普遍化されるDXの進展は当社にとってポジティブな環境と
なります
●この環境のなかで「メタデータ」および「感情・感性を科学する」に関する独自技術の研究開発・実用化を
積極的に継続します
●現時点における当期業績見込みは、上記を含んだものとなります

映像関連

美容／ファッション

マーケティング

Music Analytics

Music AI

Metα

メタ付与
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Next Term Strategy中期ビジョン

エンターテイメント・テクノロジー×感性マーケティング 3カ年後の展開

中期展開
基本コアコンピタンス

①感性・感情を科学する技術
②エンターテイメントからの学習
③感性メタデータ・ドリブン

×

● 人と社会の想像力と多様性をつなぎます
● 作品と商品とサービスの横断的なつながり体験による「共感の連鎖」をつくります
● 「共感」を軸にした企業、商品、サービス、ブランドにとっての新しいコミュニケーション活動の仕組み
　を提供します
● それらのプロセスにおいて、エンターテイメント市場の発展の貢献します

集中投資 3カ年 KPI計画
ライセンス比率 粗利率 ライセンス・コミッション型収入

52%
45%

80%
60%

7億円

35億円

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

2016年3月期
2億6,800万円

2017年3月期
2億6,700万円

2018年3月期
2億9,500万円

2019年3月期
2億9,400万円

2020年3月期
2億9,800万円

（百万円）

単年 累計

Eコマース MEDIA

LIVE 演劇 美術館

エンターテイメントテクノロジー

感性マーケティング

AD広告

NEWS
ARTICLE
COLUMN

商品

サービス

3カ年後

過去5年間で約15億円を メタデータ・
感性技術関連に集中投資
投資内容はコンテキスト解釈・自動メタ付与・感性因子辞書・
感性モデル開発、感情空間マップ・感 性メタデータオントロ
ジー・基本メタデータ整備・拡充・自 然会話モデル・専門AI。
年間3億円程度、売上の25％まで先 行投資目安。
5年間の要素技術開発から今期以降 実用化の段階に。
今期、先行投資は継続も、商品化・実 サービス化へシフト。
ただしメタデータ技術開発は継続。

3カ年後
音楽 映像 書籍

音楽 映像

書籍 メタデータテクノロジー

感性 感情
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Financial Statements財務諸表Business Outline事業概要

■ビジネスモデル

■ソケッツの強み

データ提供サービス

レコメンド（おすすめ紹介）
サービス

パーソナライズ
サービス

検索サービス

データアナリティクス
（データ分析）サービス

データベース・テクノロジー提供実績

データ/サービス提供 対価

対価サービス提供

サ
ー
ビ
ス
付
加
価
値
向
上

ソケッツ

エンドユーザー

パートナー（協業）企業（通信事業者・ＥＣ事業者・メディア企業等）

■主な事業内容

日本人ならではの繊細な感情・感性分析技術や感性メタデータベースを開発・運用することで通常のデータ関連技術だけでは
解析できない「潜在意識」「奥深い嗜好性」「深層心理」「想い」などを分析し「言語化」することが可能です。

※取引先企業名は50音順にて掲載　　※サービスは一部抜粋

文字あふれバグ注意

音楽や映像から美容、ファッション、旅行、暮らしまで、作品／人物／一般商材／
放送／SNS／イベント／施設／クロスに関する基本情報から感性メタデータまで
を網羅した国内最大級の感性データベースを自社開発。ライセンス先の多様化
が進む中、日々の運用・チューニングもあわせて実施

1. オリジナルデータベース開発・運用

自然言語解析、機械学習、深層学習、感情分析、感性解析、データ解析／予測、感
性AIなど、感性マーケティング、感性データベースを最大限利活用する感性AIな
どエンターテイメント発ならではの独自技術を開発

2. 感情や感性を科学することを目的としたデータサイエンス・AI技術

レコメンド／パーソナライズ、生活スタイル／嗜好分析、感情分析によるユーザープ
ロファイリング、ヒット予測、感性対話、感性AIなど、オリジナルデータベースを利活
用したユニークなサービスを開発

3. オリジナルサービス開発力

KDDI株式会社、株式会社NTTドコモなど通信事業者に加え、株式会社レコチョ
ク、ヤフー株式会社、楽天株式会社、LINE　MUSIC株式会社、HJホールディングス
株式会社（サービス名「Hulu」)などへの提供実績

4. 多数のユーザーベースを持つプラットフォーム企業への
　 データライセンス提供実績

当社の長期的発展をご支援頂いております株主の皆様へ
の利益還元として、期末配当を実施いたしました。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

株主還元について

1株当たり配当金

基準日

配当額

第2四半期

̶ 3円00銭

期末
（普通配当） 年間

3円00銭

取引先企業名 形態

NTTレゾナント株式会社
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Financial Statements財務諸表Business Outline事業概要
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第19期
（ 自 2018年４月１日 ）至 2019年３月31日

第20期
（ 自 2019年４月１日 ）至 2020年３月31日

営業活動によるキャッシュ ・フロー 65 126
投資活動によるキャッシュ ・フロー △6 8 
財務活動によるキャッシュ ・フロー 7 △7 
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66 126 
現金及び現金同等物の期首残高 572 639
現金及び現金同等物の期末残高 639 765

第19期
（2019年3月31日現在）

第20期
（2020年3月31日現在）

（資産の部）
　流動資産 983 1,050 
　固定資産 262 208
　　有形固定資産 20 15
　　無形固定資産 59 61
　　投資その他の資産 183 131
資産合計 1,245 1,259

（負債の部）
　流動負債 137 131
　固定負債 64 72
負債合計 201 203

（純資産の部）
　株主資本 1,015 1,025
　新株予約権 28 29
純資産合計 1,044 1,055
負債純資産合計 1,245 1,259

貸借対照表� 単位：百万円

第19期
（ 自 2018年４月１日 ）至 2019年３月31日

第20期
（ 自 2019年４月１日 ）至 2020年３月31日

売上高 1,443 1,227
売上原価 803 670
売上総利益 639 556
販売費及び一般管理費 566 535
営業利益 73 21
営業外収益 0 0
営業外費用 1 0
経常利益 72 21
特別利益 13 0
特別損失 5 1
税引前当期純利益 81 20
法人税、住民税及び事業税 2 2
法人税等調整額 11 0
法人税等合計 13 3
当期純利益 67 17

損益計算書� 単位：百万円

キャッシュ・フロー計算書� 単位：百万円

株主資本

新株
予約権

純資産
合計資本金 

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

資本準
備金 

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益

剰余金 利益
剰余金
合計繰越

利益
剰余金

当期首残高 505 404 404 4 133 138 △32 1,015 28 1,044 
当期変動額 

新株の発行    –  –
剰余金の配当 △7 △7 △7 △7
当期純利益 17 17 17 17
新株予約権の失効   △0 △0 
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） 2 2 

当期変動額合計  – – –  – 9 9 – 9 1 11 
当期末残高 505 404 404 4 143 147 △32 1,025 29 1,055 

株主資本等変動計算書
（自 2019年4月1日　至 2020年3月31日）� 単位：百万円



株式会社ソケッツ
Sockets Inc.
平成12年6月
〒151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷1－1－12
03(5785)5518
110名
インターネットを活用したサービス、
アプリケーション、データベースの開発・提供

事 業 年 度
定時株主総会

基 準 日

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

公 告 方 法

上場証券取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎事業年度終了後3ヶ月以内
期末配当金　毎年3月31日
中間配当金　毎年9月30日

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL　0120-232-711（通話料無料）
郵送先
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
当社のホームページに掲載する。
https://www.sockets.co.jp/ir
ただし掲載できないときは日本経済新聞に
掲載する。
東京証券取引所マザーズ

会 社 概 要
商 号
英 文 社 名
設 立 年 月
本社所在地

電 話 番 号
従 業 員 数
事 業 内 容

株式会社ソケッツ
Sockets Inc.
2000年6月
〒151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷4－23－5
　　　　　　　JPR千駄ヶ谷ビル3F
03(5785)5518
61名
インターネットを活用したサービス、
アプリケーション、データベースの開発・提供

役 　 　 員
代 表 取 締 役
取 締 役
取 締 役（社 外 取 締 役）
取 締 役（社 外 取 締 役）
常 勤 監 査 役
監 査 役（社 外 監 査 役）
監 査 役（社 外 監 査 役）

浦　　部　　浩　　司
石　　川　　鉄　　男
鵜　　飼　　幸　　弘
佐　　藤　　　　　明
山　　本　　　　　実
大　　塚　　一　　郎
今　　西　　浩　　之

1. 株主様の住所変更、配当金の振込のご指定、単元未満株式の買取請求その他各種お
手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で
承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せ下さい。株
主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意下さい。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ
信託銀行）にお問合せ下さい。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ
いたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株式の状況
7,420,000株
2,477,400株
5億500万円

発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 総 数
資 本 金

■
■
■

株主メモ
（2020年3月31日現在）

（ご注意）

大　株　主

浦 部 　 浩 司
カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社
Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株 式 会 社
株 式 会 社 フ ェ イ ス
KBL EPB S .A .  107704
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
水 元 　 公 仁
芳 林 　 知 仁
MSIP CLIENT SECURITIES
伊 草 　 雅 幸

711,700
240,000
240,000
145,000
125,300
94,600
70,000
55,100
46,000
41,000

29.01
9.78
9.78
5.91
5.10
3.85
2.85
2.24
1.87
1.67

株主名 所有株式数（株） 持株比率（％）

（注）持株比率は自己株式（24,583株）を控除して計算しております。


